
　1986年（昭和61年）に創業した仙台ガスは、プロパンガス販売を中心に、ガス機
器販売や住宅設備の取り扱いを行う地域密着型企業だ。大沼 晋氏（代表取締役）
は、「ガスだけでない住まいの相談窓口」を掲げ、水回り設備などの相談にも応じる
柔軟な体制が強みだ。また、同社は地域活動にも積極的で、地元バレーボールチー
ムであるVリーグ「リガーレ仙台」のスポンサーを通じて、地域の活性化や企業価値
向上にも取り組んでいる。こうした活動は、単なる広告効果にとどまらず、地域と
の絆を深める重要な要素となっている。

仙台ガス株式会社

　2021年（令和3年）頃、業務用施設でLPWAの試験導入を開始した同社は、配送サ
イクルの不確定性や遠方エリアの検針業務の非効率を課題として抱えていた。
2023年（令和5年）には補助金を活用し、一般戸建てにも設置を拡大。現在、8割以上
の設置率を達成している。東北特有の寒冷な気候により暖房需要が高く、ガスファ
ンヒーターや床暖房採用率も増加していることか
らガス消費量も多い。導入の最大目的は、残量確認
に伴う訪問回数を削減し、郊外に点在する顧客へ
の配送効率を向上させることで、会社全体の配送
業務の合理化を図ることだった。

LPWAの背景と狙い
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LPWA導入で現場改善に挑む
大沼氏（代表取締役）



　LPWA導入により、リアルタイムで残量警報を受信できるようになり、訪問回数
は大幅に減少。従来10カ所を巡回していた配送ルートが3カ所で済むようになり、
年間で車両1台分の稼働を削減できた。また、検針業務の負担軽減により、保安業務
や販売管理に時間を割けるようになり、社員業務の年間スケジュールの見直しも
進んでいる。
　業務効率化を目的に導入したNTTテレコン
のLPWAシステムは、FAXとメールで情報共有
が可能で、パソコン操作に不慣れな社員にも対
応できる点が高く評価された。
　社員の負担を減らし、スムーズな連携を実現
することが狙いで「自社に合ったシステム選定
が重要」と大沼氏は強調する。
　また、LPWA設置では、冬の繁忙期前に間に
合わせるため、お盆休み期間中に外部スタッフ
の協力を得て短期間で作業を完了。これによ
り、余裕を持った運用体制を確保した。

LPWA導入で配送効率化と業務改善

　LPWA導入により検針業務はほぼ不要となり、保安業務や営業活動に時間を振
り分けられるようになった。これからはWeb請求やLINEによる点検案内など、顧
客接点のデジタル化を進める方針である。一方で、急速なデジタル化に年配社員が
対応しきれない課題が残っているため、完全なデジタル移行ではなく、アナログと
の併用を続けながら段階的に対応している。「若手とベテランの協力体制を強化
し、社内の変革を円滑に進めることが重要」と大沼氏は語る。
　さらに、大型メーター対応や10年後の更新時期への備えが重要なテーマとなり、

補助金制度の継続にも期待している。
地域に根ざした企業として暮らしを支
える使命を果たしながら、時代に即し
たサービスを提供し、信頼と価値を高
めていく。

急速なデジタル化と今後の展望

LPWA設置に伴い変更となった
「はがき型検針請求書」のご案内

事務所の様子



LPWA通信システムの実態調査票（事前調査）



LPWA通信システム導入までのスケジュール


